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研究成果の概要（和文）：昭和・平成期の雑誌・ベストセラー書籍・新聞を収録した『昭和・平成書き言葉コー
パス』を構築し、国立国語研究所のコーパス検索アプリケーション「中納言」を通してオンラインで公開した。
このコーパスは1933年から2013年までの間を8年おきに11か年分，合計約3,340万語収録した大規模なものであ
る。明治・大正期までの『日本語歴史コーパス』の後を承けて、現代に至るまでの日本語の成り立ちを探ること
のできる資料として、日本語研究に重要な役割を果たすことが期待される。本研究課題では、このコーパスを活
用した日本語史研究も実施し、研究発表会・論文を通して成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：The Showa-Heisei Corpus of written Japanese, which contains magazines, 
best-selling books, and newspapers from the Showa and Heisei periods, has been constructed and made 
available online through corpus search application "Chunagon" by NINJAL. This corpus is a large 
scale one, containing 33.4 million words for 11 years from 1933 to 2013, with 8-year intervals. It 
is expected to play an important role in Japanese language research as a resource for exploring the 
history of the Japanese language up to the present day, following in the footsteps of the Historical
 Corpus of the Japanese Language, which covers the Meiji and Taisho periods. In this research 
project, we also conducted research on the history of the Japanese language using this corpus, and 
presented the results through research presentations and research papers.

研究分野： 日本語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題で構築･公開された『昭和・平成書き言葉コーパス』は、従来欠けていた昭和・平成期の大規模な日
本語研究用資料として、今後の日本語研究において重要な役割を果たすことが期待される。本コーパスを『日本
語歴史コーパス』に接続することで、上代から現代までの日本語を通時的に、実証的に研究する環境が初めて整
った。また、本コーパスから得られる語彙統計情報は、国語辞典編纂・自然言語処理などの分野でも活用される
ことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2000 年代以降、コーパス（大規模テキストデータ）を用いた日本語の実証的研究が盛んに行
われている。研究開始時点で、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』を用いた研究論
文は昨年度までに 840 件以上、『日本語歴史コーパス（CHJ）』では 310 件以上が刊行されてい
た。この中には明治期以降を対象に現代語がどのように形成されてきたかをデータにもとづい
て実証しようとするものも多い。しかし、主要な日本語コーパスである『日本語歴史コーパス
（CHJ）』は前近代から大正期までを対象としており、『現代日本語書き言葉均衡コーパス
（BCCWJ）』は 1975 年以降の主として 2001～2005 年を対象としている。そのため、両者の間
の時期の書き言葉のコーパスが欠けており、明治から現代までを通じた日本語の変化を実証的
に研究することが困難な状況にあった。 
今日我々が用いている日本語が語彙・文法・表記の各分野でどのように形成されてきたのか、

近代以降どのような変化を経て現在に至っているのかを客観的・定量的に明らかにすることは、
きわめて重要な問題であり、そのために昭和・平成期の書き言葉コーパスを構築することが強く
求められた。 
 
２．研究の目的 
本研究課題の第一の目的は、コーパスが不足している昭和・平成期の雑誌・新聞・ベストセラ

ー書籍を収録する「昭和・平成書き言葉コーパス」を構築し、上記の CHJ と BCCWJ とをつな
ぎ、明治から現代までの一貫した約 150 年の間の日本語の長期的な変化の研究を可能にするこ
とである。 
本研究の第二の目的は、構築される近代以降約 150 年の日本語を対象とする書き言葉コーパ

スを用いて、語彙・文法・表記上の問題について、現代日本語がどのように形成されてきたのか
をコーパスにもとづいて客観的・定量的に、検証可能な形で明らかにすることである。従来は資
料の制約から断片的なデータにのみ依拠したり、主観的に論述したりするしかなかった課題を
コーパスにもとづいて探求する。そのために、各分野で優れた実績を持つ日本語の研究者 4 名
が研究分担者としてコーパスを応用した研究に取り組むこととした。 
 
３．研究の方法 
昭和・平成期の書き言葉のコーパスがこれまで構築できなかった最大の原因は、著作権処理の

困難さにある。従来の著作権法ではコーパスに収録するテキストの著作者の許諾が必要であっ
たため、BCCWJ の構築にあたってはこの点に大変な労力と費用を費やしたうえに、収録できなか
った資料も多い。しかし、2018 年の著作権法改正（「著作権法の一部を改正する法律」（平成 30
年法律第 30 号）平成 31年 1 月 1 日施行）により「デジタル化・ネットワーク化の進展に対応し
た柔軟な権利制限規定の整備」が行われ「著作物の市場に悪影響を及ぼさないビッグデータを活
用したサービス等のための著作物の利用について、許諾なく行えるようにする」ことが盛り込ま
れた。これにより、国立国語研究所の「中納言」のようにコーパスをウェブ上の検索アプリケー
ションを通して提供するサービスや、コーパスを解析した統計情報にもとづく言語データの提
供であれば、著作権者の許諾なく行うことが可能になった。本研究課題ではこの改正著作権法に
もとづいて、著作権者に不利益を与えないように配慮しつつ、著作者の許諾を得ることなしにコ
ーパスを構築し公開を行うことで、低コストでのコーパスの構築・公開を実現する。これはコー
パス構築に関わるきわめて先進的な取り組みであり、コーパスの設計とともに創造性を有する
ものである。 
このコーパスに収録する資料は、①広く読まれて社会的な影響が大きい、②明治から平成まで

継続的に刊行されてきた、③CHJ・BCCWJ に収録されておりコーパスを接続可能である、という
点から、新聞・雑誌・書籍（ベストセラー）とする。ただし、全ての年にわたってデータを作成
することは現実的でないため、長期的な変化に主眼を置いて『太陽コーパス』で行われた（ほぼ）
8年おきに収録する方法を採る。これにより 1925 年から 2013 年までの期間を 8年おきにカバー
し（対象年：1933・1941・1949・1957・1965・1973・1981・1989・1997・2005・2013）、CHJ と BCCWJ
の不足期間を埋め両者を結合することとした。コーパス構築にあたっては、BCCWJ と CHJ の構築
時のノウハウと既存のデータベースシステム、形態素解析用の辞書等を活かし、仕様の共通化と
低コスト化を図り、また将来的により大規模なコーパスとして拡張することも視野にいれた設
計を行った。 
雑誌は、CHJ 収録済の雑誌コーパスを引き継いで 8年おきに総合雑誌のデータを作成した。『太

陽』は 1928 年に終刊となるため、1933 年からは当時最も有力であった総合雑誌『中央公論』を
対象とし、1965 年からは、最大の刊行部数を誇り社会的な影響力が大きい『文藝春秋』を収録
対象とした。新聞は、BCCWJ および CHJ「明治・大正編 V 新聞」でも収録対象となっている『読
売新聞』の奇数月 2日（朝刊）の紙面を各年収録した。書籍（ベストセラー）は各年のベストセ
ラー上位 20 位までからコーパス化に適さないものを除外したのち、ランダムサンプリングによ
るテキスト採集を行った。 



 
４．研究成果 
 第一の目的としたコーパスの構築は『昭和・平成書き言葉コーパス』として完成し、国立国語
研究所のコーパス検索アプリケーション「中納言」を通して、2023 年 3月に試験公開、5月に正
式版の公開を行った。収録語数は表 1の通りである。 
 

表 1 『昭和・平成書き言葉コーパス』収録語数 

年 雑誌 
ベストセラー 

書籍 
新聞 合計 

1933 3,291,739 178,895 128,016 3,598,650 

1941 2,460,554 229,811 146,149 2,836,514 

1949 1,016,658 272,594 116,868 1,406,120 

1957 3,134,703 457,663 100,545 3,692,911 

1965 2,025,871 373,622 279,162 2,678,655 

1973 2,323,584 343,542 379,015 3,046,141 

1981 2,658,012 297,230 355,731 3,310,973 

1989 2,744,385 315,787 316,743 3,376,915 

1997 2,541,480 306,927 271,339 3,119,746 

2005 2,523,450 315,032 236,960 3,075,442 

2013 2,679,038 355,067 228,549 3,262,654 

合計 27,399,474 3,446,170 2,559,077 33,404,721 

 
CHJ の明治・大正編の後をうけ、現代までの日本語の変遷をたどることのできるコーパスとして、
3340 万語という規模のコーパスとなった。 
このコーパスの特長の一つは、全文に UniDic による形態素解析を施して CHJ や BCCWJ と互換

性のある短単位による形態論情報を付与したことである。解析精度は、語彙素認定の F値で、雑
誌が 0.9758，ベストセラー書籍が 0.9855，新聞が 0.9730 となっており、十分に実用に問題の
ないものとなった。 
 

図 1 『昭和・平成書き言葉コーパス』ウェブページ https://clrd.ninjal.ac.jp/shc/ 



コーパスの公開はウェブ上の検索アプリケーション「中納言」による検索システムでの公開と、
語彙統計情報の公開とした。検索システムでの公開は、弁護士とも相談の上で、表示される文脈
長は前後 30 語までに制限して、著作権法の「デジタル化・ネットワーク化の進展に対応した柔
軟な権利制限規定」（第 30条の 4，第 47条の 4,5）にもとづき、著作権者の承諾を得ないで利用
することができる「軽微な利用」の範囲内で適法に公開している。 

図 2 「中納言」による『昭和・平成書き言葉コーパス』検索画面 
 https://chunagon.ninjal.ac.jp/shc/search 
 

 
このコーパスを用いた語彙・文法・表記上の問題についての研究会は、コーパスの構築途上か

ら概ね年 3 回のペースで研究会を開催し、研究報告と議論を行って、研究成果は各自論文とし
て発表してきた。各年 3 月には国立国語研究所「通時コーパス」プロジェクトとともに「通時コ
ーパス」シンポジウムを共催した。この研究会は今後も「通時コーパス」プロジェクトの一部と
して継続し、成果物を研究書にまとめる予定である。 
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